
消防出初式（１月10日　川内川河川敷）

発行／薩摩川内市議会　　　　　〒895-8650　鹿児島県薩摩川内市神田町3番22号
編集／議会だより編集委員会　　TEL　0996-23-5111　　  FAX　0996-23-5015

No.42
平成27年3月1日発行

平成26年第６回定例会

■公衆浴場施設条例を一部改正……………………………………………Ｐ2
　入来温泉湯之山館を設置―４月オープン予定―

　　　　　

■総括質疑並びに一般質問……………………………………………………Ｐ4

■私たちが慎重にチェック（委員会報告）…………………………………Ｐ11



薩摩川内市議会だより　No.42 2薩摩川内市議会だより　No.42 2

　「
薩
摩
川
内
市
公
衆
浴
場
施
設
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
」は
反
対
討
論
が
あ
り
ま

し
た
が
、
賛
成
討
論
は
な
く
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
入
来
温
泉
場
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
に
伴
い
、
柴
垣
湯
公
衆
浴
場
を

廃
止
し
、
入
来
温
泉
湯
之
山
館
を
設

置
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
入
浴
料

も
改
定
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
湯
之
山
館
は
平
成
27
年
４

月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。

井
上

　勝
博

　議
員

　
柴
垣
湯
は
、
誰
で
も
安
く
入
れ
る

入
浴
料
が
魅
力
だ
っ
た
が
、
料
金
引

上
げ
が
大
き
す
ぎ
る
。

　
平
成
26
年
第
６
回
定
例
会
は
、
11
月
26
日
か
ら
12
月
19
日
ま
で
の
24
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
入
来
温
泉
湯
之
山
館
の
設
置
に
伴
う
公
衆
浴
場
施
設
条
例
の
一
部
改
正
を
は
じ
め
、
３

回
の
補
正
予
算
な
ど
、
50
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
請
願
１
件
を
採
択
し
、
陳
情
１
件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　
　

  
公
衆
浴
場
施
設
条
例
を
一
部
改
正

　
　
　

入
来
温
泉
湯
之
山
館
を
設
置

〜
４
月
オ
ー
プ
ン
予
定
〜

第６回定例会

　「
薩
摩
川
内
市
ス
ポ
ー
ツ
交
流
研

修
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て
」を
可
決
し
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
の

管
理
を
特
定
非
営
利
活
動
法
人
薩
摩

川
内
市
体
育
協
会
に
行
わ
せ
る
も
の

で
す
。

　「
寄
田
、
久
見
崎
海
岸
に
お
け
る

ウ
ミ
ガ
メ
の
上
陸
、
産
卵
、
ふ
化
数

の
減
少
と
川
内
原
発
の
安
全
対
策
工

事
の
因
果
関
係
に
関
す
る
陳
情
」に

つ
い
て
は
、
反
対
討
論
は
な
く
、
次

の
と
お
り
賛
成
討
論
が
あ
り
ま
し
た

が
、
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

井
上

　勝
博

　議
員

　
ウ
ミ
ガ
メ
が
激
減
し
て
い
る
原
因

に
つ
い
て
の
調
査
や
参
考
人
招
致
を

し
な
い
ま
ま
不
採
択
と
す
べ
き
で
な

い
。

　「
薩
摩
川
内
市
立
幼
稚
園
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
」は
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た

が
、
賛
成
討
論
は
な
く
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
か
ら
の
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
新
制
度
の
導
入
に
よ
り
、

市
立
幼
稚
園
の
保
育
料
に
つ
い
て
、

就
園
奨
励
費
に
よ
る
減
免
制
度
を
廃

止
し
、
一
律
の
料
金
か
ら
課
税
状
況

に
応
じ
た
料
金
に
変
更
す
る
も
の
で

す
。
保
育
料
月
額（
一
人
就
園
の
場

合
）は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
・
生
活
保
護
世
帯
　

　
　
無
料（
変
更
な
し
）

　
・
市
民
税
非
課
税
世
帯

　
　
２
３
０
０
円
→
２
１
０
０
円

（
２
０
０
円
の
減
額
）

　
・
市
民
税
課
税
世
帯

　
　
４
０
０
０
円
→
６
６
０
０
円

（
２
６
０
０
円
の
増
額
）

井
上

　勝
博

　議
員

　
民
間
の
幼
稚
園
と
の
保
育
料
の
格

差
を
な
く
す
と
い
う
名
目
で
の
見
直

し
だ
が
、
課
税
世
帯
に
つ
い
て
は
一

気
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
圧
倒
的
に

課
税
世
帯
の
利
用
者
が
多
い
こ
と
か

ら
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
逆
行
し
て
い
る
。

湯
之
山
館
の
設
置
に
伴
い

入
浴
料
を
見
直
し

市
立
幼
稚
園
の

保
育
料
を
見
直
し

ス
ポ
ー
ツ
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
を
指
定

ウ
ミ
ガ
メ
の
上
陸
と
川
内
原
発
の

因
果
関
係
に
関
す
る
陳
情
―
不
採
択

賛
成
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

入浴料金表

入来温泉湯之山館の完成イメージ

区　　分 料　金

普通入浴料
大人（中学生以上） 270円

小人 80円

普通入浴料回数券
（12枚綴り）

大人（中学生以上） 2,700円

小人 　800円

普通入浴料月極券
大人（中学生以上） 5,000円

小人 1,400円

貸切浴室入浴料 １室１時間以内 1,500円
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衆
議
院
解
散
に
伴
う
議
員
選
挙
に

係
る
所
要
の
予
算
を
計
上
。

　（
５
千
３
３
０
万
円
）

【
補
正
予
算
の
概
要
】

①
国
県
補
助
事
業
に
お
け
る
補
助
内

示
及
び
制
度
改
正
等
に
伴
う
増
減
調

整②
市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
を
確
保

す
る
た
め
の
道
路
維
持
補
修
事
業
等

に
係
る
所
要
の
予
算

③
後
年
度
の
事
業
展
開
を
見
据
え
、

本
年
度
中
に
対
応
す
べ
き
事
業
に
係

る
所
要
の
予
算

④
実
績
の
確
定
又
は
執
行
見
込
み
に

よ
る
予
算
の
増
減
調
整

⑤
今
後
の
財
源
対
策
と
し
て
、
財
政

調
整
基
金
へ
の
積
立
予
算

◆
道
路
維
持
補
修
事
業

２
億
円

　
市
道
や
側
溝
の
維
持
修
繕
を
行
う

も
の
。
な
お
、
公
共
事
業
の
執
行
時

期
の
平
準
化
を
目
的
に
次
年
度
に
繰

り
越
し
て
事
業
を
行
う
も
の
。（
15
カ

月
予
算
）

◆
甑
島
航
路
改
善
事
業

４
３
８
万
円

　
高
速
船
甑
島
の
利
用
者
の
利
便
性

向
上
を
図
る
た
め
、
次
の
事
業
を
実

施
す
る
も
の
。

①�

甑
島
航
路
運
賃
割
引
用
島
民
カ
ー

ド
整
備
事
業
補
助
金
　２
５
０
万
円

　
甑
島
の
市
民
に
適
用
さ
れ
て
い
る

運
賃
割
引
に
係
る
申
請
手
続
き
の
簡

素
化
等
を
図
る
た
め
、
甑
島
商
船
が

導
入
す
る
専
用
カ
ー
ド
の
作
成
に
対

し
、
補
助
す
る
も
の
。

②
カ
ー
ペ
ッ
ト
製
作
業
務
委
託

１
８
８
万
円

　
高
速
船
甑
島
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
部

分
に
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
整
備
し
、
よ
り

快
適
な
空
間
を
提
供
す
る
も
の
。

◆�

里
・
長
浜
港
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整

備
事
業

３
８
０
万
円

　
里
・
長
浜
港
に
、
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
ス
ポ
ッ
ト
を
整
備
し
、
観
光
客
等

が
利
用
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接

続
環
境
の
向
上
を
図
る
も
の
。

◆�

地
域
間
幹
線
系
統
確
保
維
持
費
補

助
事
業

４
４
８
万
９
千
円

　
地
域
住
民
の
交
通
利
便
性
を
確
保

す
る
た
め
、
一
定
の
収
支
率
を
満
た

し
て
い
な
い
５
系
統
の
バ
ス
路
線
に

つ
い
て
、
事
業
者
へ
補
助
す
る
も
の
。

◆�

市
営
横
馬
場
駐
車
場
入
出
庫
管
理

シ
ス
テ
ム
購
入
事
業

１
千
４
５
０
万
円

　
市
営
横
馬
場
駐
車
場
の
老
朽
化
し

た
入
出
庫
管
理
シ
ス
テ
ム
を
更
新
し
、

利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
図
る
も
の
。

◆
中
甑
地
域
活
性
化
施
設
改
修
事
業

７
０
０
万
円

　
旧
中
甑
港
旅
客
待
合
所
を
地
域
活

性
化
施
設
と
し
て
新
た
に
活
用
す
る

た
め
、
実
施
設
計
を
行
う
も
の
。

◆�

か
の
こ
幼
稚
園
フ
ェ
ン
ス
等
設
置

事
業

４
０
０
万
円

　
本
年
４
月
に
手
打
幼
稚
園
と
統
合

す
る
か
の
こ
幼
稚
園
に
お
い
て
、
園

児
等
の
更
な
る
安
全
確
保
を
図
る
た

め
、
フ
ェ
ン
ス
及
び
門
扉
を
設
置
す

る
も
の
。

◆
鶴
ヶ
岡
城
跡
発
掘
調
査
事
業

１
千
３
５
８
万
９
千
円

　
企
業
の
進
出
計
画
に
伴
い
、
東
郷

町
に
あ
る
鶴
ヶ
岡
城
跡
の
発
掘
調
査

を
す
る
も
の
。

　
職
員
給
与
の
改
定
に
係
る
予
算
を

計
上
。

　
こ
れ
は
、
国
家
公
務
員
に
準
じ
て

給
与
改
定
経
費
等
を
措
置
す
る
も
の

で
、
同
時
に
提
出
さ
れ
た「
薩
摩
川

内
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
」も
可
決
し
ま
し
た
。

　
職
員
給
与
は
、
平
均
０
・
３
％
引

上
げ
と
な
り
ま
す
。

事
業
の
平
準
化
に
向
け
15
カ
月
で
措
置

道
路
維
持
補
修
費
２
億
円
を
追
加

補��正��予��算
　
今
定
例
会
で
は
、
15
カ
月
予
算
の
道
路
維
持
補
修
費
２
億
円
を
含
む
第

５
回
補
正
な
ど
３
回
の
補
正
予
算
を
可
決
し
、
一
般
会
計
は
、
総
額
５
５

１
億
７
千
３
２
４
万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

第
４
回
補
正
予
算

第
５
回
補
正
予
算

主
な
事
業 （
一
般
会
計
）

カーペットが敷設される高速船のフローリング部分

地域活性化施設として活用予定の旧中甑港待合所

第
６
回
補
正
予
算

手打幼稚園と統合するかのこ幼稚園（旧青瀬小内）
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　「
薩
摩
川
内
市
公
衆
浴
場
施
設
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
」は
反
対
討
論
が
あ
り
ま

し
た
が
、
賛
成
討
論
は
な
く
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
入
来
温
泉
場
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
に
伴
い
、
柴
垣
湯
公
衆
浴
場
を

廃
止
し
、
入
来
温
泉
湯
之
山
館
を
設

置
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
入
浴
料

も
改
定
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
湯
之
山
館
は
平
成
27
年
４

月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。

井
上

　勝
博

　議
員

　
柴
垣
湯
は
、
誰
で
も
安
く
入
れ
る

入
浴
料
が
魅
力
だ
っ
た
が
、
料
金
引

上
げ
が
大
き
す
ぎ
る
。

　
平
成
26
年
第
６
回
定
例
会
は
、
11
月
26
日
か
ら
12
月
19
日
ま
で
の
24
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
入
来
温
泉
湯
之
山
館
の
設
置
に
伴
う
公
衆
浴
場
施
設
条
例
の
一
部
改
正
を
は
じ
め
、
３

回
の
補
正
予
算
な
ど
、
50
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
請
願
１
件
を
採
択
し
、
陳
情
１
件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　
　

  

公
衆
浴
場
施
設
条
例
を
一
部
改
正

　
　
　

入
来
温
泉
湯
之
山
館
を
設
置

〜
４
月
オ
ー
プ
ン
予
定
〜

第６回定例会

　「
薩
摩
川
内
市
ス
ポ
ー
ツ
交
流
研

修
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て
」を
可
決
し
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
の

管
理
を
特
定
非
営
利
活
動
法
人
薩
摩

川
内
市
体
育
協
会
に
行
わ
せ
る
も
の

で
す
。

　「
寄
田
、
久
見
崎
海
岸
に
お
け
る

ウ
ミ
ガ
メ
の
上
陸
、
産
卵
、
ふ
化
数

の
減
少
と
川
内
原
発
の
安
全
対
策
工

事
の
因
果
関
係
に
関
す
る
陳
情
」に

つ
い
て
は
、
反
対
討
論
は
な
く
、
次

の
と
お
り
賛
成
討
論
が
あ
り
ま
し
た

が
、
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

井
上

　勝
博

　議
員

　
ウ
ミ
ガ
メ
が
激
減
し
て
い
る
原
因

に
つ
い
て
の
調
査
や
参
考
人
招
致
を

し
な
い
ま
ま
不
採
択
と
す
べ
き
で
な

い
。

　「
薩
摩
川
内
市
立
幼
稚
園
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
」は
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た

が
、
賛
成
討
論
は
な
く
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
か
ら
の
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
新
制
度
の
導
入
に
よ
り
、

市
立
幼
稚
園
の
保
育
料
に
つ
い
て
、

就
園
奨
励
費
に
よ
る
減
免
制
度
を
廃

止
し
、
一
律
の
料
金
か
ら
課
税
状
況

に
応
じ
た
料
金
に
変
更
す
る
も
の
で

す
。
保
育
料
月
額（
一
人
就
園
の
場

合
）は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
・
生
活
保
護
世
帯
　

　
　
無
料（
変
更
な
し
）

　
・
市
民
税
非
課
税
世
帯

　
　
２
３
０
０
円
→
２
１
０
０
円

（
２
０
０
円
の
減
額
）

　
・
市
民
税
課
税
世
帯

　
　
４
０
０
０
円
→
６
６
０
０
円

（
２
６
０
０
円
の
増
額
）

井
上

　勝
博

　議
員

　
民
間
の
幼
稚
園
と
の
保
育
料
の
格

差
を
な
く
す
と
い
う
名
目
で
の
見
直

し
だ
が
、
課
税
世
帯
に
つ
い
て
は
一

気
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
圧
倒
的
に

課
税
世
帯
の
利
用
者
が
多
い
こ
と
か

ら
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
逆
行
し
て
い
る
。

湯
之
山
館
の
設
置
に
伴
い

入
浴
料
を
見
直
し

市
立
幼
稚
園
の

保
育
料
を
見
直
し

ス
ポ
ー
ツ
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
を
指
定

ウ
ミ
ガ
メ
の
上
陸
と
川
内
原
発
の

因
果
関
係
に
関
す
る
陳
情
―
不
採
択

賛
成
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

入浴料金表

入来温泉湯之山館の完成イメージ

区　　分 料　金

普通入浴料
大人（中学生以上） 270円

小人 80円

普通入浴料回数券
（12枚綴り）

大人（中学生以上） 2,700円

小人 　800円

普通入浴料月極券
大人（中学生以上） 5,000円

小人 1,400円

貸切浴室入浴料 １室１時間以内 1,500円
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衆
議
院
解
散
に
伴
う
議
員
選
挙
に

係
る
所
要
の
予
算
を
計
上
。

　（
５
千
３
３
０
万
円
）

【
補
正
予
算
の
概
要
】

①
国
県
補
助
事
業
に
お
け
る
補
助
内

示
及
び
制
度
改
正
等
に
伴
う
増
減
調

整②
市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
を
確
保

す
る
た
め
の
道
路
維
持
補
修
事
業
等

に
係
る
所
要
の
予
算

③
後
年
度
の
事
業
展
開
を
見
据
え
、

本
年
度
中
に
対
応
す
べ
き
事
業
に
係

る
所
要
の
予
算

④
実
績
の
確
定
又
は
執
行
見
込
み
に

よ
る
予
算
の
増
減
調
整

⑤
今
後
の
財
源
対
策
と
し
て
、
財
政

調
整
基
金
へ
の
積
立
予
算

◆
道
路
維
持
補
修
事
業

２
億
円

　
市
道
や
側
溝
の
維
持
修
繕
を
行
う

も
の
。
な
お
、
公
共
事
業
の
執
行
時

期
の
平
準
化
を
目
的
に
次
年
度
に
繰

り
越
し
て
事
業
を
行
う
も
の
。（
15
カ

月
予
算
）

◆
甑
島
航
路
改
善
事
業

４
３
８
万
円

　
高
速
船
甑
島
の
利
用
者
の
利
便
性

向
上
を
図
る
た
め
、
次
の
事
業
を
実

施
す
る
も
の
。

①�

甑
島
航
路
運
賃
割
引
用
島
民
カ
ー

ド
整
備
事
業
補
助
金
　２
５
０
万
円

　
甑
島
の
市
民
に
適
用
さ
れ
て
い
る

運
賃
割
引
に
係
る
申
請
手
続
き
の
簡

素
化
等
を
図
る
た
め
、
甑
島
商
船
が

導
入
す
る
専
用
カ
ー
ド
の
作
成
に
対

し
、
補
助
す
る
も
の
。

②
カ
ー
ペ
ッ
ト
製
作
業
務
委
託

１
８
８
万
円

　
高
速
船
甑
島
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
部

分
に
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
整
備
し
、
よ
り

快
適
な
空
間
を
提
供
す
る
も
の
。

◆�

里
・
長
浜
港
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整

備
事
業

３
８
０
万
円

　
里
・
長
浜
港
に
、
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
ス
ポ
ッ
ト
を
整
備
し
、
観
光
客
等

が
利
用
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接

続
環
境
の
向
上
を
図
る
も
の
。

◆�

地
域
間
幹
線
系
統
確
保
維
持
費
補

助
事
業

４
４
８
万
９
千
円

　
地
域
住
民
の
交
通
利
便
性
を
確
保

す
る
た
め
、
一
定
の
収
支
率
を
満
た

し
て
い
な
い
５
系
統
の
バ
ス
路
線
に

つ
い
て
、
事
業
者
へ
補
助
す
る
も
の
。

◆�

市
営
横
馬
場
駐
車
場
入
出
庫
管
理

シ
ス
テ
ム
購
入
事
業

１
千
４
５
０
万
円

　
市
営
横
馬
場
駐
車
場
の
老
朽
化
し

た
入
出
庫
管
理
シ
ス
テ
ム
を
更
新
し
、

利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
図
る
も
の
。

◆
中
甑
地
域
活
性
化
施
設
改
修
事
業

７
０
０
万
円

　
旧
中
甑
港
旅
客
待
合
所
を
地
域
活

性
化
施
設
と
し
て
新
た
に
活
用
す
る

た
め
、
実
施
設
計
を
行
う
も
の
。

◆�

か
の
こ
幼
稚
園
フ
ェ
ン
ス
等
設
置

事
業

４
０
０
万
円

　
本
年
４
月
に
手
打
幼
稚
園
と
統
合

す
る
か
の
こ
幼
稚
園
に
お
い
て
、
園

児
等
の
更
な
る
安
全
確
保
を
図
る
た

め
、
フ
ェ
ン
ス
及
び
門
扉
を
設
置
す

る
も
の
。

◆
鶴
ヶ
岡
城
跡
発
掘
調
査
事
業

１
千
３
５
８
万
９
千
円

　
企
業
の
進
出
計
画
に
伴
い
、
東
郷

町
に
あ
る
鶴
ヶ
岡
城
跡
の
発
掘
調
査

を
す
る
も
の
。

　
職
員
給
与
の
改
定
に
係
る
予
算
を

計
上
。

　
こ
れ
は
、
国
家
公
務
員
に
準
じ
て

給
与
改
定
経
費
等
を
措
置
す
る
も
の

で
、
同
時
に
提
出
さ
れ
た「
薩
摩
川

内
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
」も
可
決
し
ま
し
た
。

　
職
員
給
与
は
、
平
均
０
・
３
％
引

上
げ
と
な
り
ま
す
。

事
業
の
平
準
化
に
向
け
15
カ
月
で
措
置

道
路
維
持
補
修
費
２
億
円
を
追
加

補��正��予��算
　
今
定
例
会
で
は
、
15
カ
月
予
算
の
道
路
維
持
補
修
費
２
億
円
を
含
む
第

５
回
補
正
な
ど
３
回
の
補
正
予
算
を
可
決
し
、
一
般
会
計
は
、
総
額
５
５

１
億
７
千
３
２
４
万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

第
４
回
補
正
予
算

第
５
回
補
正
予
算

主
な
事
業 （
一
般
会
計
）

カーペットが敷設される高速船のフローリング部分

地域活性化施設として活用予定の旧中甑港待合所

第
６
回
補
正
予
算

手打幼稚園と統合するかのこ幼稚園（旧青瀬小内）
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閉
校
跡
地
の
活
用
で
地
域
活
性
化
を

（
地
域
に
よ
る
産
業
育
成
と
集
い
の

場
の
確
保
）

地
方
創
生
法
が
先
の
国
会
で
成

立
し
た
。
こ
の
法
律
を
活
用
し
た
地

域
活
性
化
策
と
し
て
、
閉
校
校
舎
等

を
活
用
し
、
地
元
住
民
に
よ
る
シ
イ

タ
ケ
や
葉
物
の
栽
培
な
ど
の
農
業
経

営
に
よ
り
、
六
次
産
業
化
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

建
物
内
で
の
栽
培
は
、
栽
培
環

境
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の
施

設
整
備
や
維
持
管
理
費
の
課
題
が
あ

る
。
ま
た
、
本
県
の
菌
床
栽
培
は
、

大
消
費
地
か
ら
遠
い
た
め
生
産
体
制

が
拡
大
し
て
い
な
い
と
い
う
現
状
も

あ
る
。
こ
れ
ら
も
踏
ま
え
先
進
事
例

を
注
視
し
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

財
政
運
営
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
し
て

合
併
特
例
措
置
が
終
了
し
、
交

付
税
が
約
41
億
円
の
減
と
な
る
が
、

支
所
に
要
す
る
経
費
と
し
て
17
億
円

が
加
算
さ
れ
る
よ
う
だ
。
来
年
度
以

降
、
交
付
税
の
見
直
し
が
あ
る
が
、

財
政
運
営
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し
が

必
要
で
は
。
ま
た
、
普
通
建
設
事
業

費
の
増
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

交
付
税
の
見
直
し
は
確
定
し
て

い
な
い
部
分
が
あ
る
の
で
、
今
す
ぐ

財
政
運
営
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
直
す
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。
交
付
税
の
見

直
し
が
確
定
し
た
の
ち
、
新
規
の
事

業
や
今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
事
業
等

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
検
討
を

し
て
い
き
た
い
。

第
２
期
薩
摩
川
内
市
環
境
基
本
計
画

策
定
に
向
け
て

市
民
福
祉
部
と
水
道
局
は
、
本

市
の
生
活
系
排
水
処
理
率
の
改
善
に

対
し
、
市
民
が
関
心
を
持
て
る
よ
う

な
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
連
動
し
た
政

策
を
取
り
、
一
気
呵
成
に
進
め
て
、

そ
の
結
果
、
川
内
川
の
水
質
改
善
が

図
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

水
道
局
で
は
、
下
水
道
及
び
合

併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
・
啓
発
活
動

を
進
め
て
い
る
。
水
質
改
善
の
た
め

に
は
、
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併

処
理
浄
化
槽
へ
の
切
替
え
を
進
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
課
題
も
あ

る
た
め
具
体
的
な
行
動
計
画
等
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
上
流
側

の
改
善
も
必
要
で
あ
る
の
で
、
川
内

川
水
系
水
質
汚
濁
対
策
連
絡
協
議
会

と
連
携
し
な
が
ら
、
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

本
市
の
六
次
産
業
化
基
本
計
画
に
つ

い
て

本
市
の
六
次
産
業
化
基
本
計
画

に
つ
い
て
、
事
前
に
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

化
し
、
ど
こ
が
メ
イ
ン
で
、
何
が
ポ

イ
ン
ト
か
を
明
確
に
し
た
上
で
、
負

荷
に
対
す
る
マ
ン
パ
ワ
ー
や
仕
組
み

を
作
る
こ
と
が
、
早
期
定
着
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

基
本
計
画
を
策
定
す
る
際
、
今

後
の
六
次
産
業
化
の
進
展
ス
ピ
ー
ド

が
予
想
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
作
成
が
で
き
な
か
っ
た

が
、
戦
略
的
に
展
開
し
て
い
く
に
は

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
１
年

目
の
取
組
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
来
年

度
、
作
成
が
で
き
る
か
否
か
を
含
め

て
検
討
し
て
み
た
い
。

甑
島
地
域
の
観
光
施
策
に
つ
い
て

甑
島
地
域
で
の
市
議
会
と
の

意
見
交
換
会
の
時
に
、「
フ
ェ
リ
ー

ニ
ュ
ー
こ
し
き
も
早
く
川
内
港
に
移

設
し
て
欲
し
い
」と
の
声
も
あ
っ
た
。

安
心
し
て
観
光
客
に
来
て
も
ら
う
た

め
に
、
欠
航
が
少
な
い
フ
ェ
リ
ー

ニ
ュ
ー
こ
し
き
を
早
い
時
期
に
川
内

港
に
移
設
し
て
は
ど
う
か
。

い
ず
れ
は
川
内
港
に
移
設
す
る

の
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、
ま
ず

は
島
民
の
意
向
を
一
番
に
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
移
設
す
る
た
め
に

は
関
係
機
関
と
の
調
整
や
、
港
湾
の

整
備
、
甑
島
と
本
土
と
の
一
体
感
の

醸
成
、
補
助
航
路
と
し
て
の
位
置
付

け
な
ど
様
々
な
課
題
も
あ
る
の
で
、

時
間
を
か
け
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　

12
月
５
日
、
８
日
、
９
日
の
３
日
間
、
総
括
質
疑
並
び
に
一
般
質
問
を
行
い
、
12
人
の
議
員
が
当
局
に
市
政
全

般
に
わ
た
る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

総
括
質
疑
並
び
に
一
般
質
問

フェリーニューこしき

議員
12人

川添　公貴
議員

谷津　由尚
議員

福元　光一
議員
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本
市
の
今
後
の
農
業
施
策
に
つ
い
て

六
次
産
業
化
実
施
計
画
の
承
認

事
業
者
を
支
援
す
る
目
的
で
、
承
認

事
業
者
共
通
の
承
認
事
業
所
マ
ー
ク

入
り
の
認
定
証
書
な
ど
を
付
与
し
て

は
ど
う
か
。

六
次
産
業
化
実
施
計
画
の
承
認

に
際
し
て
は
、
承
認
書
を
店
先
に
掲

示
で
き
る
よ
う
特
別
な
額
に
入
れ
て

申
請
者
に
手
渡
し
て
い
る
。
こ
れ
と

は
別
に
統
一
マ
ー
ク
を
定
め
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
は
、
単
に
六
次
産
業

化
だ
け
で
な
く
、
市
の
特
産
品
と
し

て
の
マ
ー
ク
が
で
き
る
か
と
い
う
点

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
今
後
の
検

討
課
題
と
し
た
い
。

川
内
原
発
に
つ
い
て

過
酷
事
故
が
発
生
し
た
際
の
対

応
に
つ
い
て
①
溶
け
た
炉
心
を
水
で

受
け
止
め
る
構
造
に
つ
い
て
、
水
蒸

気
爆
発
の
可
能
性
を
完
全
に
否
定
で

き
る
か
。
②
避
難
の
際
、
要
援
護
者

は
避
難
先
施
設
の
廊
下
や
会
議
室
に

避
難
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
。

　
　

①
原
子
力
規
制
委
員
会
で
の
慎

重
な
新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
の
結

果
、
水
蒸
気
爆
発
は
除
外
可
能
と
確

認
さ
れ
た
と
理
解
し
て
い
る
。
②
避

難
先
施
設
は
、
ほ
ぼ
満
床
状
態
に
あ

る
こ
と
を
想
定
し
た
上
で
主
に
集
会

室
や
食
堂
等
の
広
い
場
所
で
の
受
入

れ
に
な
る
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
避
難
元
と
避
難
先
の
施
設
間

の
協
定
締
結
に
よ
り
、
避
難
先
施
設

で
は
万
全
な
受
入
れ
を
し
て
い
た
だ

け
る
も
の
と
考
え
る
。

地
方
交
付
税
の
見
直
し
に
つ
い
て

①
財
政
運
営
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

交
付
税
の
減
額
に
つ
い
て
ど
の
程
度

と
見
込
ん
で
い
る
か
。
②
交
付
税
見

直
し
に
よ
っ
て
、
交
付
税
の
減
額
は

ど
の
程
度
と
な
る
か
。
③
国
は
、
こ

れ
ま
で
の
交
付
税
の
６
割
程
度
を
確

保
す
る
よ
う
だ
が
、
定
員
適
正
化
方

針
や
公
有
財
産
利
活
用
基
本
方
針
に

つ
い
て
見
直
す
考
え
は
。

①
交
付
税
の
削
減
に
つ
い
て
は
、

約
40
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。
②
国

の
交
付
税
算
定
見
直
し
の
内
容
が
示

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
現
段
階
で
は

試
算
が
で
き
な
い
。
③
各
種
方
針
の

見
直
し
は
、
交
付
税
算
定
方
法
の
見

直
し
の
内
容
が
決
ま
っ
た
段
階
で
、

今
後
の
財
政
需
要
を
検
討
し
た
上
で
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

「
く
る
み
ん
」認
定
企
業
を
増
や
す
取

組
は「

く
る
み
ん
認
定
企
業
」と
は
、

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
企
業
の
こ
と
で
あ

り
、
認
定
基
準
を
満
た
す
た
め
の
行

動
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
計
画
に
定

め
た
目
標
を
達
成
し
、
認
定
を
受
け

る
と
、
税
制
面
で
の
優
遇
措
置
が
あ

る
。
本
市
で
も
増
や
す
取
組
は
で
き

な
い
か
。

現
在
本
市
で
は
、
本
社
認
定
企

業
の
支
店
を
含
め
て
、
７
企
業
が
認

定
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
商
工
観

光
部
と
連
携
し
て
、
川
内
商
工
会
議

所
、
市
商
工
会
等
を
通
じ
て
、
中
小

企
業
者
に
税
制
面
で
の
優
遇
措
置
等

を
紹
介
し
、
一
般
事
業
主
行
動
計
画

の
策
定
と
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
企
業
の

認
定
申
請
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

普
及
・
啓
発
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

食
品
ロ
ス
削
減
運
動
推
進
の
取
組
は

日
本
で
は
食
べ
ら
れ
る
の
に
廃

棄
さ
れ
る
食
品
、
い
わ
ゆ
る
食
品
ロ

ス
が
、
年
間
５
０
０
～
８
０
０
万
㌧

発
生
し
て
い
る
。
こ
れ
は
年
間
の
米

の
収
穫
量
と
同
量
と
も
い
わ
れ
る
。

家
庭
や
飲
食
店
で
の「
残
さ
ず
食
べ

よ
う
！
30
・
10
運
動
」を
推
進
す
る

考
え
は
な
い
か
。
ま
た
、
ロ
ゴ
マ
ー

ク
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
成
で
き
な
い

か
。

　
　
　
　
　
　

※

本
市
で
は
３
Ｒ
運
動
や
生
ご
み

の
減
量
化
と
再
資
源
化
を
推
進
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
食
品
ロ
ス

に
対
す
る
取
組
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
周

知
を
図
り
な
が
ら
、
各
種
機
会
を
通

じ
推
進
し
て
い
き
た
い
。
ス
テ
ッ

カ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
食
品
ロ

ス
の
削
減
に
向
け
た
体
制
づ
く
り
に

取
り
組
ん
だ
後
の
方
策
と
し
て
検
討

し
た
い
。

人
口
減
対
策
に
つ
い
て

①
人
口
減
を
食
い
止
め
る
た
め

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置
状

況
は
。
②
過
疎
地
域
に
お
け
る
定
住

促
進
補
助
金
を
廃
止
し
、
定
住
の
た

め
の
住
宅
取
得
や
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

の
補
助
金
に
、
な
ぜ
変
更
し
た
の
か
。

①
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設

置
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
関

係
部
署
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
情
報

共
有
に
努
め
て
い
る
。
人
口
減
少
対

策
を
よ
り
効
果
的
に
展
開
す
る
た
め

の
体
制
を
今
後
も
研
究
し
て
い
き
た

い
。
②
旧
制
度
で
は
、
ゴ
ー
ル
ド
集

落
内
へ
転
入
・
転
居
し
た
理
由
だ
け

で
補
助
を
行
っ
て
い
た
が
、
短
期
間

で
集
落
外
に
転
居
・
転
出
す
る
な
ど
、

定
住
や
地
域
活
性
化
に
結
び
つ
か
な

い
例
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
５
年
以

上
の
定
住
の
意
思
が
あ
る
方
を
対
象

に
し
、
よ
り
定
住
性
が
高
ま
る
よ
う

に
平
成
26
年
度
か
ら
補
助
内
容
を
変

更
し
た
。

「くるみん」マーク

井上　勝博
議員

中島　由美子
議員

※［
３
Ｒ
運
動
］

��「
リ
デ
ュ
ー
ス（
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ

：

廃
棄

物
の
抑
制
）」「
リ
ユ
ー
ス（
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ

ｅ

：

再
使
用
）」「
リ
サ
イ
ク
ル（
Ｒ
ｅ
ｃ

ｙ
ｃ
ｌ
ｅ

：

再
生
利
用
）」の
頭
文
字

（
Ｒ
）を
と
っ
た
環
境
運
動

下園　政喜
議員
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観
光
施
設
の
見
直
し
に
つ
い
て

①
西
方
海
岸
の
人
形
岩
を
、
観

光
拠
点
に
で
き
な
い
か
。
②
全
国
名

湯
百
選
の
川
内
高
城
温
泉
の
活
用
は
。

③
温
泉
場
の
再
開
発
に
助
成
制
度
は

な
い
か
。

①
人
形
岩
は
、
本
市
を
代
表
す

す
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
り
、
今
後
、

広
域
的
な
観
光
振
興
の
一
つ
と
し
て

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。
②
川
内
高

城
温
泉
は
、
県
内
で
も
３
カ
所
し
か

な
い
名
湯
百
選
に
選
定
さ
れ
た
貴
重

な
温
泉
で
あ
る
。
活
気
あ
る
温
泉
の

復
活
に
向
け
て
、
地
元
の
方
々
と
一

緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

③
自
助
努
力
を
し
て
、
地
域
活
性
化

を
図
り
、
観
光
地
域
づ
く
り
を
目
指

す
団
体
等
が
取
り
組
め
る
ソ
フ
ト
事

業
を
検
討
し
た
い
。
ハ
ー
ド
事
業
に

つ
い
て
は
、
難
し
い
面
も
あ
る
こ
と

か
ら
補
助
制
度
も
含
め
調
査
研
究
し

た
い
。

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
対
す
る
地

域
で
の
支
援
に
つ
い
て

①
本
市
に
お
け
る
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
数
と
高
齢
者
人
口
に
占
め

る
割
合
は
。
②
慣
れ
た
地
域
で
、
自

立
し
て
住
み
続
け
る
た
め
に
は
様
々

な
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

実
情
の
把
握
は
ど
う
か
。

①
本
年
１
月
現
在
で
、
６
千
３

２
５
人
で
あ
り
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
22
・
６
％
で
あ
る
。
②
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
の
訪
問
調
査
を
実
施
し

て
お
り
、
そ
の
中
で
生
活
状
態
等
を

把
握
し
、
専
門
職
員
に
よ
る
担
当
者

会
議
を
開
催
す
る
な
ど
、
対
象
者
に

合
っ
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
対
象

者
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
健
や
か
支

援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
と
の
共
有
化
を

図
り
、迅
速
な
対
応
に
努
め
て
い
る
。

鹿
児
島
国
体
に
向
け
て
の
取
組
に
つ

い
て

①
県
は
競
技
力
向
上
計
画
を
策

定
し
、予
算
も
措
置
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
本
市
の
少
年
少
女
へ
の

支
援
策
は
。
②
施
設
使
用
料
に
つ
い

て
、
減
免
等
の
考
え
は
な
い
か
。

①
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
を
も
と

に
、
県
代
表
と
し
て
九
州
・
全
国
大

会
に
出
場
す
る
個
人
・
団
体
に
旅
費

等
の
一
部
を
助
成
。
加
盟
競
技
団
体

が
実
施
す
る
技
術
講
習
会
な
ど
の
経

費
も
体
育
協
会
を
通
し
て
補
助
し
て

い
る
。
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
県
の

ジ
ュ
ニ
ア
育
成
地
域
推
進
事
業
を
活

用
し
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
底
辺

拡
大
や
ホ
ッ
ケ
ー
教
室
を
開
催
し
て

い
る
。
②
小
・
中
学
生
の
施
設
使
用

料
は
、
一
般
使
用
料
の
40
％
以
内
の

額
を
設
定
し
て
軽
減
し
て
い
る
。
新

た
な
減
免
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
規

定
を
活
用
し
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的

な
支
援
が
で
き
な
い
か
関
係
団
体
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
長
の
公

募
採
用
に
つ
い
て

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
地
区

コ
ミ
会
長
職
の
仕
事
量
も
膨
大
で
人

材
不
足
や
後
継
者
探
し
が
大
変
だ
と

い
う
地
域
か
ら
の
意
見
も
あ
る
。
地

区
コ
ミ
の
規
模
や
地
域
事
情
も
異
な

る
が
、
市
と
し
て
地
区
コ
ミ
会
長
職

を
公
募
す
る
考
え
は
な
い
か
。

本
市
の
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
制
度
は
、
地
区
コ
ミ
と
行
政
と

の
対
等
な
関
係
を
確
保
す
る
こ
と
な

ど
の
趣
旨
で
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で

あ
り
、
地
区
コ
ミ
の
自
主
性
・
自
立

性
を
尊
重
す
れ
ば
、
市
が
会
長
職
を

公
募
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
地
区
コ

ミ
の
担
い
手
不
足
の
状
況
等
に
よ

り
、
地
区
コ
ミ
の
判
断
の
中
で
、
選

択
肢
と
し
て
は
外
部
か
ら
登
用
す
る

方
法
も
あ
る
と
考
え
る
。

ゆ
る
っ
と
バ
ス
旅（
次
世
代
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ー
ス
）に
つ
い
て

風
と
光
の
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー

コ
ー
ス
の
中
で
柳
山
ウ
イ
ン
ド

フ
ァ
ー
ム
風
力
発
電
所
の
見
学
コ
ー

ス
が
あ
る
が
、
観
光
客
や
市
民
の
た

め
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
体
感
で
き

る
見
学
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、
市

や
県
・
国
の
補
助
金
制
度
は
な
い
か
。

事
業
主
体
や
補
助
方
法
、
今
後

の
維
持
管
理
な
ど
に
つ
い
て
、
ま
ず

は
事
業
者
の
考
え
方
を
聞
き
取
る
な

ど
の
協
議
を
し
て
み
た
い
。

第
２
次
薩
摩
川
内
市
総
合
計
画
の
事

業
展
開
に
伴
う
財
源
確
保
は

総
合
計
画
の
各
種
事
業
を
展
開

す
る
に
は
財
源
が
伴
う
。
県
か
ら
間

接
補
助
さ
れ
る
原
子
力
発
電
施
設
立

地
地
域
共
生
交
付
金（
５
年
間
で
総

額
25
億
円
）は
貴
重
な
財
源
と
な
る

が
、
こ
れ
を
活
用
す
る
に
は
、
県
の

振
興
計
画
策
定
が
前
提
と
な
る
。
県

に
対
し
、
早
期
に
計
画
策
定
を
求
め

る
べ
き
で
は
。

帯田　裕達
議員

福田　俊一郎
議員

川内高城温泉

ひわきＹＯＵ遊スポーツクラブが開催
しているホッケー教室（１月24日）　　

森満　晃
議員
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川
内
原
発
が
再
稼
働
に
な
れ
ば

県
の
計
画
策
定
の
動
き
が
出
て
く
る

と
考
え
ら
れ
る
。
総
合
計
画
前
期
５

年
間
の
事
業
の
財
源
と
し
て
受
け
ら

れ
る
よ
う
県
の
計
画
策
定
の
考
え
方
、

交
付
金
を
活
用
す
る
時
期
等
に
つ
い

て
、
迅
速
に
協
議
を
進
め
て
い
き
た

い
。

平
成
27
年
度
介
護
保
険
制
度
改
正
に

向
け
て今

回
の
改
正
に
よ
り
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
へ
入
所
が
で
き
る
対

象
者
が
、
原
則
、
要
介
護
３
と
限
定

さ
れ
た
。
①
待
機
者
へ
の
影
響
は
。

②
本
市
の
対
応
は
。

①
認
知
症
や
障
害
等
に
よ
っ
て

在
宅
生
活
が
困
難
な
状
態
で
あ
る
場

合
な
ど
は
、
特
例
入
所
が
可
能
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
入
所
が
必
要
な
高
齢

者
に
対
し
て
は
大
き
な
影
響
は
な
い

と
考
え
る
。
②
医
療
・
介
護
・
予
防
・

生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ム
テ
ム
の
構
築
を

進
め
、
在
宅
介
護
の
限
界
点
を
引
き

上
げ
て
い
き
た
い
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

①
国
の
空
き
家
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
案
が
成
立
し
た

が
、
本
市
に
お
け
る
条
例
制
定
の
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
②
条
例
検

討
の
中
で
法
律
と
の
違
い
が
あ
る
か
。

あ
る
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
違
い
か
。

①
法
律
は
成
立
し
た
が
、
法
律

を
運
用
す
る
た
め
の
基
本
方
針
や
判

断
基
準
等
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

そ
れ
ら
を
確
認
し
て
か
ら
、
制
度
設

計
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
現
段
階
で

は
、
９
月
議
会
で
の
上
程
を
考
え
て

い
る
。
②
基
本
的
に
は
法
律
に
基
づ

く
条
例
に
な
る
と
考
え
て
い
る
が
、

特
定
空
き
家
の
所
有
者
の
公
表
な
ど

に
つ
い
て
は
、
法
律
に
は
な
い
の
で

条
例
で
定
め
た
い
。

空
き
地
対
策
に
つ
い
て

　

①
空
き
地
対
策
に
つ
い
て
の
現

状
は
。
②
空
き
地
の
中
で
最
も
多
い

と
さ
れ
る
耕
作
放
棄
地
対
策
に
つ
い

て
は
、ど
の
よ
う
な
対
策
が
あ
る
か
。

③
空
き
地
対
策
の
一
環
と
し
て
市
民

農
園
制
度
を
導
入
す
る
考
え
は
な
い

か
。

①
空
き
地
の
雑
草
に
関
す
る
苦

情
等
が
年
間
50
件
程
度
あ
り
、
環
境

美
化
推
進
条
例
に
基
づ
き
、
土
地
の

管
理
者
に
対
し
て
、
指
導
文
書
を
送

付
し
、
改
善
を
お
願
い
し
て
い
る
。

②
対
策
と
し
て
、
農
協
や
農
業
委
員

等
を
構
成
員
と
す
る
耕
作
放
棄
地
対

策
協
議
会
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
再

生
利
用
の
取
組
の
推
進
。
適
正
な
農

業
生
産
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
中

山
間
地
域
支
払
交
付
金
制
度
等
の
活

用
。
耕
作
放
棄
地
再
生
に
向
け
た
取

組
に
対
す
る
交
付
金
事
業
―
な
ど
が

あ
る
。
③
農
園
の
管
理
運
営
体
制
な

ど
多
く
の
課
題
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
市
民
農
園
の

導
入
の
計
画
は
な
い
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
と
本
市
の
地

域
経
済
・
雇
用
の
動
向
は

　

大
胆
な
金
融
緩
和
政
策
、
機
動

的
な
財
政
政
策
、
成
長
戦
略
な
ど
の

経
済
政
策
、
い
わ
ゆ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
効
果
と
本
市
の
経
済
・
雇
用
へ
の

効
果
や
今
後
の
動
向
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

市
内
立
地
企
業
等
へ
の
聞
き
取

り
調
査
に
よ
る
と
、
製
造
業
で
受
注

が
増
え
て
い
る
企
業
が
一
部
見
受
け

ら
れ
る
。
し
か
し
、
円
安
に
よ
る
原

材
料
費
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
利
益

が
伸
び
悩
ん
で
い
る
企
業
も
あ
る
。

有
効
求
人
倍
率
も
前
年
同
期
よ
り
多

少
改
善
し
て
い
る
も
の
の
、
全
国
・

県
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
が
、
本
市

の
地
域
経
済
や
中
小
企
業
に
は
十
分

浸
透
し
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

避
難
道
路
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ

い
て

川
内
原
発
は
こ
れ
ま
で
大
き
な

事
故
等
も
な
か
っ
た
が
、
福
島
事
故

以
来
市
民
か
ら
イ
ン
フ
ラ
整
備
へ
の

要
求
・
要
望
が
あ
る
。
原
発
立
地
自

治
体
の
立
場
か
ら
、
国
・
県
に
対
し

強
く
要
請
・
要
望
を
し
、
少
し
で
も

市
民
の
不
安
を
取
り
除
く
手
立
て
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

避
難
道
路
の
整
備
は
、
重
要
な

課
題
だ
と
捉
え
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

も
全
国
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町
村

協
議
会
で
の
要
望
活
動
や
、
国
や
県

に
も
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
も
引
き
続
き
何
ら
か
の
補
助
金
や

交
付
金
を
活
用
し
て
、
国
道
・
県
道
・

市
道
の
整
備
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

甑
島
の
読
み
方
を「
こ
し
き
し
ま
」と

変
更
す
る
理
由
は

島
民
や
議
会
へ
の
説
明
も
な
く
、

国
土
地
理
院
へ
地
名
訂
正
申
請
書
を

提
出
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
憤
り

を
感
じ
る
。
①
島
民
な
ど
へ
の
説
明

は
、
ど
う
考
え
て
い
た
の
か
。
②
間

違
っ
た
地
名
情
報
の
提
供
は
、
撤
回

す
べ
き
と
思
う
が
、
考
え
は
。

①
甑
島
の
呼
び
方
は
、
観
光
・

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
や
新
高
速
船
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
と
い
っ
た
形
で
周
知
を

図
っ
て
き
た
。
な
お
、
国
土
地
理
院

へ
の
申
請
を
事
前
に
説
明
し
な
か
っ

た
こ
と
は
、
配
慮
に
欠
け
る
対
応

だ
っ
た
。
②
平
成
26
年
８
月
に
訂
正

が
決
定
し
て
お
り
、
島
民
へ
の
直
接

的
な
影
響
も
な
い
と
考
え
る
こ
と
か

ら
、
取
り
下
げ
る
考
え
は
な
い
。

持原　秀行
議員

成川　幸太郎
議員

江口　是彦
議員
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甑
島
の
読
み
方
変
更
に
つ
い
て
、
教

育
委
員
会
の
取
組
は

①
地
名
に
は
、
長
い
歴
史
や
文

化
が
繋
が
っ
て
い
る
。
教
育
委
員
会

で
は
、
ど
う
検
証
さ
れ
た
か
。
②
学

校
現
場
で
の
甑
島
の
読
み
方
に
つ
い

て
の
方
針
は
。

①
市
の
方
針
と
し
て
、
読
み
方

を
統
一
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た

の
で
、
こ
れ
に
基
づ
き
対
応
を
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
読
み
方
に
つ
い
て

定
例
の
教
育
委
員
会
等
で
検
証
は
し

て
い
な
い
。
②
公
式
の
場
や
副
読
本

等
で
は
読
み
方
を
統
一
し
て
い
る
が
、

決
し
て
強
制
す
る
も
の
で
は
な
く
、

こ
れ
ま
で
の
読
み
方
は
尊
重
し
て
い

き
た
い
。

●●●●●●●議 決 結 果 一 覧 表
議 案 番 号 件　　　　　名 付　託　先 議 決 結 果

議案第118号
鹿児島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少
及び同組合の共同処理する事務の変更並びに鹿児島県市町村総合
事務組合規約の変更について

― 原案可決（全会一致）

議案第119号 薩摩川内市行政手続条例の一部を改正する条例の制定について 総務文教委員会 原案可決（全会一致）

議案第120号 薩摩川内市立幼稚園条例の一部を改正する条例の制定について 総務文教委員会 原案可決（賛成多数）

議案第121号 薩摩川内市上甑グラウンドの指定管理者の指定について 総務文教委員会 原案可決（全会一致）

議案第122号 里プールの指定管理者の指定について 総務文教委員会 原案可決（全会一致）

議案第123号 鹿島コミュニティプールの指定管理者の指定について 総務文教委員会 原案可決（全会一致）

議案第124号 薩摩川内市総合運動公園の有料公園施設及び御陵下公園の指定管
理者の指定について 総務文教委員会 原案可決（全会一致）

議案第125号 薩摩川内市スポーツ交流研修センターの指定管理者の指定について 総務文教委員会 原案可決（全会一致）

議案第126号 字の区域の変更について 企画経済委員会 原案可決（全会一致）

議案第127号 字の区域の変更について 企画経済委員会 原案可決（全会一致）

議案第128号 薩摩川内市鷹の巣冷泉の指定管理者の指定について 企画経済委員会 原案可決（全会一致）

議案第129号 財産の無償譲渡について（保育所用地として社会福祉法人水引福祉協会に） 市民福祉委員会 原案可決（全会一致）

議案第130号 子ども発達支援センターつくし園の指定管理者の指定について 市民福祉委員会 原案可決（全会一致）

議案第131号 天神池公園の指定管理者の指定について 建設水道委員会 原案可決（全会一致）

議案第132号 都市公園（川内地域及び樋脇地域）の指定管理者の指定について 建設水道委員会 原案可決（全会一致）

議案第133号 都市公園（樋脇地域）及び普通公園（入来地域及び祁答院地域）の指
定管理者の指定について 建設水道委員会 原案可決（全会一致）

議案第134号 普通公園（川内地域）の指定管理者の指定について 建設水道委員会 原案可決（全会一致）

議案第135号 普通公園（川内地域、樋脇地域及び東郷地域）の指定管理者の指定
について　 建設水道委員会 原案可決（全会一致）

議案第136号 普通公園（樋脇地域）の指定管理者の指定について　 建設水道委員会 原案可決（全会一致）

議案第137号 普通公園（東郷地域）の指定管理者の指定について 建設水道委員会 原案可決（全会一致）

議案第138号 普通公園（里地域）の指定管理者の指定について 建設水道委員会 原案可決（全会一致）

議案第139号 普通公園（上甑地域）の指定管理者の指定について 建設水道委員会 原案可決（全会一致）

議案第140号 普通公園（下甑地域）の指定管理者の指定について 建設水道委員会 原案可決（全会一致）

議案第141号 普通公園（鹿島地域）の指定管理者の指定について 建設水道委員会 原案可決（全会一致）

議案第142号 市道路線の廃止及び認定について 建設水道委員会 原案可決（全会一致）
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議 案 番 号 件　　　　　名 付　託　先 議 決 結 果

議案第143号 薩摩川内市建築審査会条例の制定について 建設水道委員会 原案可決（全会一致）

議案第144号 薩摩川内市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について 建設水道委員会 原案可決（全会一致）

議案第145号 薩摩川内市公衆浴場施設条例の一部を改正する条例の制定について 建設水道委員会 原案可決（賛成多数）

議案第156号 平成26年度薩摩川内市一般会計補正予算〔第４回補正〕
（補正額　５３，３００千円） ― 原案可決（全会一致）

議案第157号 平成26年度薩摩川内市一般会計補正予算〔第５回補正〕
（補正額　１７６，９５６千円）

総務文教委員会
企画経済委員会
市民福祉委員会
建設水道委員会

原案可決（全会一致）

議案第158号 平成26年度薩摩川内市簡易水道事業特別会計補正予算
（補正額　△９９千円） 建設水道委員会 原案可決（全会一致）

議案第159号 平成26年度薩摩川内市温泉給湯事業特別会計補正予算
（補正額　３，６９６千円） 建設水道委員会 原案可決（全会一致）

議案第160号 平成26年度薩摩川内市公共下水道事業特別会計補正予算
（補正額　３，５７７千円） 建設水道委員会 原案可決（全会一致）

議案第161号 平成26年度薩摩川内市農業集落排水事業特別会計補正予算
（補正額　△１９千円） 建設水道委員会 原案可決（全会一致）

議案第162号 平成26年度薩摩川内市天辰第一地区土地区画整理事業特別会計補正予算
（補正額　△３３，０００千円） 建設水道委員会 原案可決（全会一致）

議案第163号 平成26年度薩摩川内市川内駅周辺地区土地区画整理事業特別会計補正予算
（補正額　３，８０１千円） 建設水道委員会 原案可決（全会一致）

議案第164号 平成26年度薩摩川内市国民健康保険事業特別会計補正予算
（補正額　△９８，６４１千円） 市民福祉委員会 原案可決（全会一致）

議案第165号 平成26年度薩摩川内市国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補正予算
（補正額　１，６００千円） 市民福祉委員会 原案可決（全会一致）

議案第166号 平成26年度薩摩川内市介護保険事業特別会計補正予算
（補正額　２４４，０７０千円） 市民福祉委員会 原案可決（全会一致）

議案第167号 薩摩川内市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 総務文教委員会 原案可決（全会一致）

議案第168号 薩摩川内市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 市民福祉委員会 原案可決（全会一致）

議案第169号 平成26年度薩摩川内市一般会計補正予算〔第６回補正〕
（補正額　９５，８９１千円）

総務文教委員会
企画経済委員会
市民福祉委員会
建設水道委員会

原案可決（全会一致）

議案第170号 平成26年度薩摩川内市簡易水道事業特別会計補正予算
（補正額　１，００５千円） 建設水道委員会 原案可決（全会一致）

議案第171号 平成26年度薩摩川内市温泉給湯事業特別会計補正予算
（補正額　８９千円） 建設水道委員会 原案可決（全会一致）

議案第172号 平成26年度薩摩川内市公共下水道事業特別会計補正予算
（補正額　１１５千円） 建設水道委員会 原案可決（全会一致）

議案第173号 平成26年度薩摩川内市天辰第一地区土地区画整理事業特別会計補正予算
（補正額　３９７千円） 建設水道委員会 原案可決（全会一致）

議案第174号 平成26年度薩摩川内市入来温泉場地区土地区画整理事業特別会計補正予算
（補正額　３７３千円） 建設水道委員会 原案可決（全会一致）

議案第175号 平成26年度薩摩川内市国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補正予算
（補正額　３，４８７千円） 市民福祉委員会 原案可決（全会一致）

議案第176号 平成26年度薩摩川内市介護保険事業特別会計補正予算
（補正額　２６４千円） 市民福祉委員会 原案可決（全会一致）

議案第177号
平成26年度薩摩川内市水道事業会計補正予算

補正額　収益的支出　２，４６４千円　
資本的支出　　�１８５千円　

建設水道委員会 原案可決（全会一致）

※　議決結果欄について、「全会一致」は出席議員全員が賛成、「賛成多数」は出席議員のうち賛成者が多数であったことを示します。
※　議案第146号～第155号は欠番
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　請　願

請　願　番　号 件　　　　　名 提　出　者 紹介議員 付　託　先 結　果

請願第 12 号
手話言語法制定を求める意見
書の提出を求める請願書

川薩地区ろうあ
聴覚障害者協会

佃　昌樹 市民福祉委員会
採　択 

（全会一致）

●●●●●●●●●●請 願 ・ 陳 情 の 処 理 状 況

次の意見書を可決し、関係行政庁等に提出しました。

件　　　　　名 提　出　先

手話言語法の制定を求める意見書
衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、
総務大臣、文部科学大臣、厚生労働大臣

　陳　情

陳　情　番　号 件　　　　　名 提　出　者 付　託　先 結　果

陳 情 第 ８ 号
「寄田、久見崎海岸におけるウミガメの
上陸、産卵、ふ化数の減少と川内原発の
安全対策工事の因果関係」に関する陳情

森永　明子
外１名

市民福祉委員会
不採択

（賛成少数）

陳情第 13 号
「ＪＡ自己改革」に関する意見書の提出を
求める陳情書

鹿児島県農民政治
連盟川内総支部

企画経済委員会 継続審査

　継続審査中

付　託　先 件　　　　　名

企 画 経 済 委 員 会 ・　長浜地区コミュニティセンター建替えに関する請願書（請願第５号）

川 内 原 子 力 発 電 所
対策調査特別委員会

・　川内原発３号機増設の白紙撤回を求める陳情２件（平成25年 陳情第８号、第10号）
・　 川内原発再稼働の前に要援護者の避難計画を万全なものにすることについての

陳情（平成26年 陳情第11号）

● ● ●意 見 書
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12
月
11
日
開
催

⑴
議
案
第
１
２
５
号
　
薩
摩
川
内
市

ス
ポ
ー
ツ
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
現
在
行
わ
れ
て
い
る
ケ
ー
タ
リ
ン

グ
に
つ
い
て
も
、
指
定
管
理
者
へ
円

滑
に
移
行
さ
れ
る
よ
う
努
め
ら
れ
た

い
。

⑵
所
管
事
務
の
調
査
結
果

　
小
・
中
学
校
に
お
い
て
導
入
を
検

討
し
て
い
る
土
曜
授
業
に
つ
い
て
は
、

平
日
の
授
業
の
過
密
化
解
消
を
図
る

と
と
も
に
、
有
意
義
な
活
用
が
な
さ

れ
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

12
月
11
日
開
催

所
管
事
務
の
調
査
結
果

　
高
速
船
甑
島
の
設
備
・
サ
ー
ビ
ス

等
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
に
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

必
要
な
対
応
を
検
討
さ
れ
た
い
。

12
月
12
日
開
催

陳
情
第
８
号
　「
寄
田
、
久
見
崎
海

岸
に
お
け
る
ウ
ミ
ガ
メ
の
上
陸
、
産

卵
、
ふ
化
数
の
減
少
と
川
内
原
発
の

安
全
対
策
工
事
の
因
果
関
係
」に
関

す
る
陳
情

　
本
陳
情
は
、
起
立
者
な
し
に
よ
り

不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

▽
質
疑

　
県
内
に
お
け
る
ウ
ミ
ガ
メ
の
上
陸

頭
数
の
推
移
や
減
少
の
原
因
に
つ
い

て
当
局
に
質
疑
を
行
い
、
上
陸
頭
数

は
毎
年
変
動
が
あ
る
が
、
ウ
ミ
ガ
メ

の
生
態
は
不
明
な
点
も
多
い
こ
と
か

ら
、
そ
の
原
因
は
不
明
で
あ
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

12
月
12
日
開
催

　
委
員
会
の
中
で
、
意
見
・
要
望
等

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

総
務
文
教
委
員
会

委
員
長

　
　持
原

　秀
行

企
画
経
済
委
員
会

委
員
長

　
　川
添

　公
貴

市
民
福
祉
委
員
会

委
員
長

　
　永
山

　伸
一

建
設
水
道
委
員
会

委
員
長

　
　宮
里

　兼
実

スポーツ交流研修センター（食堂）

常

任

委

員

会

　各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
付
託
さ
れ
た
議
案
等
の
審
査
を
行
い
、
次

の
よ
う
な
意
見
・
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

特

別

委

員

会

付
託
陳
情
の
審
査
状
況

　
12
月
15
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、

川
内
原
発
３
号
機
の
増
設
に
関
す
る

陳
情
２
件
は
、
引
き
続
き
審
査
を
行

う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
月
に
付
託
さ
れ
た
要
援

護
者
の
避
難
計
画
に
関
す
る
陳
情
は
、

陳
情
者
を
参
考
人
招
致
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

 

付
託
議
案
の
審
査
状
況

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
る
第

２
次
薩
摩
川
内
市
総
合
計
画
基
本
構

想（
議
案
第
１
１
１
号
）に
つ
い
て
は
、

10
月
30
日
、
11
月
４
日
・
20
日
に
審

査
を
行
い
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
閉

会
中
に
継
続
し
て
審
査
を
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。

川
内
原
子
力
発
電
所
対
策

調
査
特
別
委
員
会

総
合
計
画
基
本
構
想
審
査

特
別
委
員
会
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書の提出を求める請願書
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聴覚障害者協会

佃　昌樹 市民福祉委員会
採　択 

（全会一致）
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月
11
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開
催

⑴
議
案
第
１
２
５
号
　
薩
摩
川
内
市

ス
ポ
ー
ツ
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
現
在
行
わ
れ
て
い
る
ケ
ー
タ
リ
ン

グ
に
つ
い
て
も
、
指
定
管
理
者
へ
円

滑
に
移
行
さ
れ
る
よ
う
努
め
ら
れ
た

い
。

⑵
所
管
事
務
の
調
査
結
果

　
小
・
中
学
校
に
お
い
て
導
入
を
検

討
し
て
い
る
土
曜
授
業
に
つ
い
て
は
、

平
日
の
授
業
の
過
密
化
解
消
を
図
る

と
と
も
に
、
有
意
義
な
活
用
が
な
さ

れ
る
よ
う
努
め
ら
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た
い
。
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日
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所
管
事
務
の
調
査
結
果
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速
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甑
島
の
設
備
・
サ
ー
ビ
ス

等
に
つ
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て
は
、
利
用
者
に
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

必
要
な
対
応
を
検
討
さ
れ
た
い
。

12
月
12
日
開
催

陳
情
第
８
号
　「
寄
田
、
久
見
崎
海

岸
に
お
け
る
ウ
ミ
ガ
メ
の
上
陸
、
産

卵
、
ふ
化
数
の
減
少
と
川
内
原
発
の

安
全
対
策
工
事
の
因
果
関
係
」に
関

す
る
陳
情

　
本
陳
情
は
、
起
立
者
な
し
に
よ
り

不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

▽
質
疑

　
県
内
に
お
け
る
ウ
ミ
ガ
メ
の
上
陸

頭
数
の
推
移
や
減
少
の
原
因
に
つ
い

て
当
局
に
質
疑
を
行
い
、
上
陸
頭
数

は
毎
年
変
動
が
あ
る
が
、
ウ
ミ
ガ
メ

の
生
態
は
不
明
な
点
も
多
い
こ
と
か

ら
、
そ
の
原
因
は
不
明
で
あ
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

12
月
12
日
開
催

　
委
員
会
の
中
で
、
意
見
・
要
望
等

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

総
務
文
教
委
員
会

委
員
長

　
　持
原

　秀
行

企
画
経
済
委
員
会

委
員
長

　
　川
添

　公
貴

市
民
福
祉
委
員
会

委
員
長

　
　永
山

　伸
一

建
設
水
道
委
員
会

委
員
長

　
　宮
里

　兼
実

スポーツ交流研修センター（食堂）

常

任

委

員

会

　各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
付
託
さ
れ
た
議
案
等
の
審
査
を
行
い
、
次

の
よ
う
な
意
見
・
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

特

別

委

員

会

付
託
陳
情
の
審
査
状
況

　
12
月
15
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、

川
内
原
発
３
号
機
の
増
設
に
関
す
る

陳
情
２
件
は
、
引
き
続
き
審
査
を
行

う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
月
に
付
託
さ
れ
た
要
援

護
者
の
避
難
計
画
に
関
す
る
陳
情
は
、

陳
情
者
を
参
考
人
招
致
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

 

付
託
議
案
の
審
査
状
況

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
る
第

２
次
薩
摩
川
内
市
総
合
計
画
基
本
構

想（
議
案
第
１
１
１
号
）に
つ
い
て
は
、

10
月
30
日
、
11
月
４
日
・
20
日
に
審

査
を
行
い
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
閉

会
中
に
継
続
し
て
審
査
を
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。

川
内
原
子
力
発
電
所
対
策

調
査
特
別
委
員
会

総
合
計
画
基
本
構
想
審
査

特
別
委
員
会



12

   
議
会
の
動
き

11
月

26　

本
会
議

　
　

議
員
全
員
協
議
会

12
月

５　

本
会
議（
一
般
質
問
）

８　

本
会
議（
一
般
質
問
）

　
　

議
会
運
営
委
員
会

９　

本
会
議（
一
般
質
問
）

11　

総
務
文
教
委
員
会

　
　

企
画
経
済
委
員
会

12　

市
民
福
祉
委
員
会

　
　

建
設
水
道
委
員
会

15　

川
内
原
子
力
発
電
所
対
策
調
査
特
別
委
員
会

19　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

本
会
議

　
　

議
員
全
員
協
議
会

　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

24　

総
合
計
画
基
本
構
想
審
査
特
別
委
員
会

１
月　

16　

県
市
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会

23　

総
合
計
画
基
本
構
想
審
査
特
別
委
員
会

　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

26　

議
会
運
営
委
員
会

29　

川
内
原
子
力
発
電
所
対
策
調
査
特
別
委
員
会

30　

企
画
経
済
委
員
会（
現
地
視
察
） 

２
月

９　

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
調
査
特
別
委
員
会

　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

12　

建
設
水
道
委
員
会（
現
地
視
察
）

13　

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
調
査
特
別
委
員
会

　
　
（
現
地
視
察
）

16　

議
会
運
営
委
員
会

　

第
１
回
定
例
会
予
定　
　

２
月

25　

本
会
議

　
　

議
員
全
員
協
議
会

27　

総
合
計
画
基
本
構
想
審
査
特
別
委
員
会

３
月

６　

本
会
議（
一
般
質
問
）

９　

本
会
議（
一
般
質
問
）

　
　

議
会
運
営
委
員
会

10　

本
会
議（
一
般
質
問
）

13　

市
民
福
祉
委
員
会

　
　

総
務
文
教
委
員
会

16　

市
民
福
祉
委
員
会

　
　

総
務
文
教
委
員
会

17　

建
設
水
道
委
員
会

　
　

企
画
経
済
委
員
会

18　

建
設
水
道
委
員
会

　
　

企
画
経
済
委
員
会

25　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

本
会
議

　
　

議
員
全
員
協
議
会

※
日
程
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
【
☎
23-

５
１
１
１
】

市議会だよりは、国産竹を10％使った紙（中越パルプ工業株式会社川内工場で製造）を使用しています。

本会議や委員会を傍聴してみませんか本会議や委員会を傍聴してみませんか本会議や委員会を傍聴してみませんか

◆　議会のホームページで、本会議のライブ中継、録画中継を行っています　◆

本 会 議

傍聴上の注意

原則、どなたでも傍聴できます

５０席

傍聴席数 手 続 き

市役所４階の傍聴席入口で、
受付用紙に記入し、受付箱
に入れてから、傍聴してく
ださい。

・携帯電話等の電源は切ってください。
・みだりに席を離れたり、会話をしたりすることはできません。

委 員 会
委員長の許可を得て、傍聴することができます

傍聴席数

手 続 き

第１委員会室　１２席
第２委員会室　１６席
第３委員会室　３０席

　市役所３階の議会事務局で受付をして
ください。
　なお、委員会の開会時間30分前の
時点で、傍聴希望者が定員数を超えて
いる場合は、抽選により傍聴者を決定
します。

12月８日傍聴の川内小６年生


